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D-24 重症患者の院内搬送
・用手換気と搬送用ベンチレーターの比較・
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中村利秋、藤野裕士、西村匡司、妙中信之、真下 節

人工呼吸器管理下にある重症患者の院内搬送
に関する報告は、過去にいくつかみられる。それ

は、鍛送時の用手換気は術者の熟練度に依存する

ため搬送用ベンチレーターを用いるほうが安全で

あるというものであった。近年になって患者の呼

吸に同調する機能を備えた搬送用ペンチレーター

が利用可能となった。当院集中治療部の三好ら 1)

は、モデル肺を使った搬送用レスピレーターの性

能を検討した。その結果、患者の吸気努力に充分

同調し、今日使用されている ICUペンチレータ
ーと比較しても遊色のないととを示した。しかし、

人工呼吸器管理下にある患者を対象として搬送時

に患者の呼吸に同調する機能を備えた搬送用ペン

チレーターと用手換気との比較検討はなされてい

ない。今回、我々は実際に ICU管理中の患者を

対象として搬送時用手換気と搬送用ペンチレータ
ーを用いて、呼吸状態、循環動態におよぽす影響

とそれらの安全性について比較検討した。[対象

と方法]ICUに収容中で院内搬送を必要とする人

工呼吸器管理下にある成人患者 12名を対象とし

て、これらの患者に合計 17回の搬送をおとなっ

た。患者らは無作為に、搬送中、用手換気を施行

した M群と PulmoneticSystems社製の搬送用ペ

ンチレータ一、 LTV1000を用いて人工換気を施

行したV群に分類した。換気方法は、M群は l∞%
酸素、流量 10Llminで、ジャクソンリース回路を

使用した。用手換気は本研究に参加していない医

師がおこなった。V群は Fi021.0で搬送前の人
工呼吸器と同一設定での人工換気を実施した。測

定ポイントは搬送前30分、 TOとICU帰室直後、
T2とした。測定項目は動脈血液ガス (pH、Pa02) 、

一回換気量、呼吸数 (RR)、PEEP、動的コンブ

ライアンス (C)、血圧、心拍数を記録した。一
回換気量、呼吸数、 PEEP、動的コンブライアン

スに関しては、 NOVAMETRIX社製の呼吸管理モ

ニターであるコズモプラス 8100を用いて TOか

らT2まで連続的にデータを取り込み記録し、連

続した5呼吸で算出した。統計学的処理は分散分

析、 t検定および、 Bar甘ettestを用いて pく0.05を
もって有意差ありとした。 【結果]背景因子は、

性別、年齢、体重、 APACHEIIスコア、患者の搬
送時間、検査時間には両群聞に有意差を認めなか

った。 (呼吸パラメーター)呼吸パラメーターの

結果を示す(表1) 0 pH、Pa02、c、PEEPにつ
いて両群に差を認めなかった。この理由として、

M 群においても V群と同程度の PEEPが結果と
してかかっていたためと考えられる。しかしなが

ら呼吸数においてはM群において T2でTOより

も有意な摺加を認め、また V群と比較しても T2
で有意に呼吸数が増加していた。本研究では食道

内圧は計測していないため呼吸仕事量のデータは

ないものの、 M 群では換気補助が不十分であっ

たことが示唆された。(表1.)。 搬送中の血行動

態については両群ともに搬送前後で有意な変動を

認めなかった。 【結論】1.重症患者の院内搬送時

の換気法として、用手換気と搬送用ペンチレータ

ーを比較したo 2.いずれの方法でも血液ガス、血

行動態には差を認めず安全に搬送をおこなうとと

ができた。3用手換気群では鍛送中有意に呼吸数

が摺加しており換気中の一回換気量の変動も大き

いことからベンチレーター群よりも呼吸仕事負荷

が大きいことが示唆された。

表 l呼吸パラメーター{平均値土原申眼差)
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7.44土0.02 7.41土0.02
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24土4 28土6

5.7土0.2 7.7土0.7

1"2 

7.45土0.02

285土51

19士3
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・・p<O.OIV5.1"肌，p<0.05 V5. Group V 
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